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業況 BSI、非製造業に改善の動き 
(平成 21 年 7～9 月期の県内企業業況調査結果) 

 
   
         調査内容   平成 21 年 7～9 月期の県内企業の業況実績 

                    平成 21 年 10～12 月期の県内企業の業況見通し  

                    
 調査時期               平成 21 年 10 月上旬 

 
 調査対象企業           県内中堅企業 256 社 

 
 回答企業               160 社(回収率：62.5%) 

                    製造業  37 社    建設業  28 社    卸売業  31 社 
                    小売業  31 社    運輸業  10 社    サービス業  23 社 

  
        青森地区 54 社    津軽地区  46 社    県南地区  60 社 

          
  B.S.I とは 
 business survey index の略であり、企業業況判断指標という意味である 
 指標の求め方は次の通り 
 B.S.I＝「業況良好企業及びやや良好企業の割合」－「業況不振及び 
         やや不振企業の割合」 

              注:業況判断は前年同期との比較による 
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１． 概   況 

平成 21 年 7～9 月期の全産業「業況
BSI」は前期（21年 4～6月期）比 8.6 ポイ
ント上昇の△35.0となった。業況悪化とする
企業の割合が 5 割を超えており、依然とし
て経営環境の厳しさがうかがわれる中、小

売業を中心に非製造業で改善がみられ

た。 
一方、全産業「採算 BSI」は前期比 3.6
ポイント低下の△32.7 となり、3 期ぶりに低
下した。小売業で改善がみられたものの、

他の産業は再び低下した。採算悪化の割

合が再び 4 割を超え、依然として収益面で
の厳しさが続いていることがうかがわれる。 
主要 BSI をみると、「生産高 BSI」、「操
業度 BSI」は、ともに低下した。食料品や一
般機械など、一部に増産の動きがみられる

ものの、全体としては減産傾向が続いてい

ることがうかがわれる。 
建設業の「受注高 BSI」は、公共工事の

前倒し発注などから、受注増加とする割合

が7期ぶりに3割を超え、大幅に上昇した。 
｢売上高 BSI｣は小売業が大幅に上昇し、
全体を押し上げた。｢出荷高 BSI｣は再び低
下した。 
「設備投資 BSI」は製造業が大幅に上昇、
一方、非製造業は幾分低下し、盛り上がり

を欠いた動きとなった。 
来期の見通しをみると、「業況 BSI」は当
期比幾分低下する見込みである。製造業、

卸売業で上昇が見込まれているものの、建

設業が大幅に落ち込むほか、小売業、運

輸･サービス業も幾分の低下が見込まれる

など、産業間での業況格差がみられる。一

方、「採算ＢＳＩ」は建設業、小売業が落ち込

むものの、製造業、卸売業は大幅に改善す

る見通しであり、全体では上昇が見込まれ

ている。 
 (以上、1～12図,1表 参照) 

（１図）業況ＢＳＩと採算ＢＳＩ
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2.   21 年 7～9月期の業況 

(1)  業    況 

― 業況 BSI、小売業が大幅に改善 ― 

21年 7～9月期の全産業「業況 BSI」は
前期比 8.6ポイント上昇の△35.0となった。 
業況判断の内訳をみると、業況好転とす

る企業の割合が前期比 6.3 ポイント増加の
21.0%、一方、業況悪化とする企業の割合
は同 2.2ポイント減少の 56.1%となった。 
産業別の「業況 BSI」をみると、製造業は

前期比 4.3ポイント低下の△43.2となった。
一般機械、食料品の日配品などで好転が

みられるものの、水産加工、窯業･土石、パ

ルプ･紙などで悪化割合が増加した。 
非製造業は、小売業が前期比 23.5 ポイ
ント上昇の△17.2 と大幅に改善したほか、
運輸･サービス業が同 9.7ポイント上昇の△
30.3、卸売業が同 8.9 ポイント上昇の△

56.7、建設業が同 7.3 ポイント上昇の△
25.0とそれぞれ上昇した。小売業は自動車
販売で好転割合が増加したほか、中古自

動車、燃料で好転がみられた。運輸・サー

ビス業は宿泊、港湾運送、不動産、葬祭で

好転がみられた。卸売業は悪化が大勢を

占める中、水産物、米穀など食料品で悪化

割合が幾分減少した。建設業は悪化割合

が幾分減少した。  
当期の「業況BSI」は、業況悪化とする企
業の割合が 5 割を超えており、依然として
経営環境の厳しさがうかがわれる中、小売

業を中心に非製造業で改善がみられた。 
(以上、2図,付表 参照) 

（２図）業況ＢＳＩの推移
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(付表) 産業別業況ＢＳＩの推移

製造業 建設業 卸売業 小売業
運輸・
サービス

合  計

20年 7－ 9月期 -17.6 -51.7 -37.1 -19.2 -37.1 -32.7

20年10－12月期 -33.3 -40.0 -56.7 -64.0 -59.4 -50.0

21年 1－ 3月期 -48.6 -43.3 -50.0 -20.8 -39.4 -41.3

21年 4－ 6月期 -38.9 -32.3 -65.6 -40.7 -40.0 -43.6

21年 7－ 9月期 -43.2 -25.0 -56.7 -17.2 -30.3 -35.0

来期見通し -24.3 -71.4 -46.7 -27.6 -33.3 -39.5
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(2) 採算の状況 

― 採算 BSI、3期ぶりに低下― 

21年 7～9月期の全産業「採算 BSI」は
前期比 3.6ポイント低下の△32.7となった。 
採算判断の状況をみると、採算好転とす

る企業の割合は前期比 3.7 ポイント増加の
11.3%、一方、採算悪化とする企業の割合
は同 7.3ポイント増加の 44.0%となった。 
産業別の「採算 BSI」をみると、製造業は

前期比 13.5ポイント低下の△30.6 となった。
水産加工などの食料品で悪化に転じる動き

がみられたほか、パルプ・紙、生コンで悪化

の動きが目立った。 
非製造業は、小売業が前期比 23.6 ポイ

ント上昇の△9.7 となったものの、卸売業は
同 12.4ポイント低下の△58.1、建設業は同
13.1 ポイント低下の△35.7、運輸･サービス
業は同 3.6 ポイント低下の△30.3 とそれぞ

れ低下した。小売業は自動車販売、中古車

販売、燃料販売などで採算好転がみられた。

卸売業は水産物、建材、重機などで悪化が

みられた。建設業は悪化とする企業の割合

が増加した。また、卸売業、建設業とも好転

とする割合はゼロであった。運輸・サービス

業はリース、社会保険サービスなどで好転

がみられたものの、貨物運送、宿泊、広告

では悪化とする割合が増加した。 
当期の全産業「採算 BSI」は、小売業で

改善がみられたものの、他の産業が低下し、

3 期ぶりに低下した。採算好転とする企業
の割合は増加したものの、採算悪化の割合

が再び 4 割を超え、収益面での厳しさが依
然として続いていることがうかがわれる。 

(以上、3図,付表 参照) 

（３図）採算ＢＳＩ
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(付表) 産業別採算ＢＳＩの推移

製造業 建設業 卸売業 小売業
運輸・
サービス

合  計

20年 7－ 9月期 -6.3 -37.9 -19.4 -25.0 -33.3 -24.2

20年10－12月期 -33.3 -40.0 -46.7 -42.3 -40.6 -40.4

21年 1－ 3月期 -29.4 -26.7 -46.7 -22.2 -33.3 -31.8

21年 4－ 6月期 -17.1 -22.6 -45.7 -33.3 -26.7 -29.1

21年 7－ 9月期 -30.6 -35.7 -58.1 -9.7 -30.3 -32.7

来期見通し -5.6 -50.0 -32.3 -12.9 -31.3 -25.3
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(3) 生産高 ･ 操業度の状況 

― 生産高 BSI、操業度 BSI ともに低下 ― 

21年 7～9月期の「生産高 BSI」は前期
比 10.3 ポイント低下の△38.9、「操業度
BSI」は同 4.4 ポイント低下の△40.5 となっ
た。 
業種別にみると、食料品は水産加工で

増産とする割合が増加したものの、飲料で

は減産に転じる動きがみられた。精密機械、

電子部品・デバイスは減産が続いており、

パルプ・紙、窯業・土石では減産とする割合

が広がっている。 
当期の生産高 BSI、操業度 BSIは、とも

に再び低下した。食料品や一般機械など

一部で増産の動きがみられるものの、全体

としては依然として減産傾向が続いている

ことがうかがわれる。 
なお、来期の見通しは「生産高 BSI」が
当期比 27.8 ポイント上昇の△11.1、「操業
度 BSI」が同 27.0ポイント上昇の△13.5 と、
ともに大幅に上昇すると見込まれている。 

  (以上、4図 参照) 

 

 

  受注高の状況 

―公共工事前倒し発注などから、受注高 BSI大幅上昇 ― 

21 年 7～9 月期の建設業の「受注高
BSI」は前期比 30.5 ポイント上昇の△17.9
となった。 
内訳をみると、受注増加とする企業の割

合は前期比 16.3ポイント増加の 35.7%、一
方、受注減少とする企業の割合は同 14.1

ポイント減少の53.6%となった。当期は公共
工事の前倒し発注などから、受注増加とす

る割合が 7 期ぶりに 3 割を超え、受注高
BSIは大幅に上昇した。 
来期は受注増加とする企業の割合が

3.6%と大幅に減少し、受注減少とする割合

（４図）生産高・操業度ＢＳＩ
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は 85.7%と大幅に増加する見通しとなって
いる。この結果、「受注高 BSI」は当期比
64.2 ポイント低下の△82.1 と、再び大幅に

低下し、建設業の先行きは依然として厳し

さが続くものとみられる。 
(以上、5図 参照) 

(4)   売上高 ･ 出荷高の状況 

―小売業の売上高 BSI、大幅に上昇 ― 

21 年 7～9 月期の「売上高 BSI」は、前
期比 6.5ポイント上昇の△50.5 となった。  
産業別の「売上高 BSI」をみると、運輸・

サービス業が前期比 10.9ポイント低下の△
57.6 となったものの、小売業は同 24.6ポイ
ント上昇の△29.0 と大幅に上昇し、全体を
押し上げたほか、卸売業が同4.1ポイント上
昇の△64.5 となった。運輸・サービス業は
旅客・貨物運送、宿泊で売上減少とする割

合が広がった。小売業は自動車販売で減

少とする割合が縮小したほか、中古自動車、

農機具で売上増加に転じる動きがみられた。

卸売業は建築資材、食料品で売上減少が

大勢を占める中、農機具、事務機器などで

増加がみられた。 
なお、来期の「売上高 BSI」は、当期比

8.4 ポイント上昇の△42.1 となる見通しであ
る。産業別では、小売業が同 3.3ポイント低

下の△32.3 と低下が見込まれるものの、卸
売業は同 22.6 ポイント上昇の△41.9、運
輸・サービス業は同 6.1 ポイント上昇の△
51.5 とそれぞれ上昇する見通しである。 
製造業の 21 年 7～9 月期の「出荷高

BSI」は前期比 7.1ポイント低下の△43.2と
再び低下した。水産加工で増加が続いて

いるものの、パルプ･紙、窯業･土石、木材･

木製品では減少がみられた。 
なお、来期の「出荷高 BSI」は、当期比

35.1 ポイント上昇の△8.1 と大幅な上昇が
見込まれている。電子部品・デバイス、精密

機器のほか、食料品の水産加工、飲料で

増加に転じる見通しとなっている。 
     (以上、6図,付表 参照) 

（５図）受注高ＢＳＩ
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 (6)  価格の状況 

―仕入単価、販売単価ともにほぼ横バイ ― 

21年 7～9月期の「仕入単価 BSI」は前
期比 0.7ポイント上昇の△2.4 となった。 
産業別にみると、製造業が前期比 7.9 ポ
イント低下の△10.8、非製造業は同 4.3 ポ
イント上昇の 1.1 となった。製造業は、水産
加工で仕入単価低下の動きが目立ったほ

か、パルプ･紙、鉄鋼でも低下がみられた。

非製造業は、卸売業が同 4.0 ポイント低下
の△9.7、建設業が同 2.2 ポイント低下の
10.7 となったものの、小売業は同 21.1ポイ
ント上昇の 3.2 と大幅に上昇した。卸売業
は燃料関係や米穀卸などで上昇割合が減

少した。建設業は低下割合が幾分減少した。

小売業は自動車販売で上昇が目立ったほ

か中古車販売、農機具販売でも上昇がみ

られた。 
次に、「販売単価BSI」は前期比 0.5ポイ
ント低下の△26.3 となった。 
産業別にみると、製造業が前期比 2.5 ポ
イント低下の△10.8、非製造業は同横バイ
の△30.9 となった。製造業は水産加工や
精密機器などで販売単価の低下割合が幾

分増加した。非製造業は、建設業が同10.9
ポイント低下の△46.4、卸売業が同7.3ポイ
ント低下の△38.7 とそれぞれ低下した。一
方、小売業は同 13.5ポイント上昇の△25.8、

（６図）売上高・出荷高ＢＳＩ
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(付表) 売上高・出荷高ＢＳＩの推移

出荷高BSI

製造業 卸売業 小売業
運輸・
サービス

20年 7－ 9月期 2.9 -16.7 -10.7 -27.8 -19.0

20年10－12月期 -21.2 -48.4 -69.2 -59.4 -58.4

21年 1－ 3月期 -54.3 -41.9 -59.3 -39.4 -46.2

21年 4－ 6月期 -36.1 -68.6 -53.6 -46.7 -57.0

21年 7－ 9月期 -43.2 -64.5 -29.0 -57.6 -50.5

来期見通し -8.1 -41.9 -32.3 -51.5 -42.1

売上高BSI
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運輸･サービス業は同 2.0ポイント上昇の△
15.2とそれぞれ上昇した。建設業は販売単
価の低下割合が増加し、上昇割合はゼロと

なった。卸売業は燃料関係で低下に転じる

動きがみられたほか、水産物などの食料品、

建築資材で低下が目立った。小売業は自

動車販売で上昇に転じる動きがみられたほ

か、中古車販売、農機具販売で上昇がみら

れた。運輸･サービス業は宿泊、旅行代理

店で低下割合が幾分減少した。 
価格面の動きをみると、仕入単価、販売

単価とも小売業で上昇の動きが見られたも

のの、全体としてはほぼ横バイの動きとなっ

た。 
なお、来期については、「仕入単価 BSI」
が当期比 0.8 ポイント上昇の△1.6、「販売
単価BSI」が同1.8ポイント上昇の△24.5と
それぞれ小幅な上昇が見込まれている。 

  (以上、7図,付表 参照)

 

（７図）仕入単価・販売単価ＢＳＩ
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(付表) 仕入単価ＢＳＩの推移    (上昇-低下)

建設業 卸売業 小売業

20年 7－ 9月期 78.8 86.2 52.8 50.0 62.4 66.7
20年10－12月期 36.4 44.8 12.9 23.1 26.7 29.4
21年 1－ 3月期 8.6 10.0 -16.7 11.1 1.1 3.3
21年 4－ 6月期 -2.9 12.9 -5.7 -17.9 -3.2 -3.1
21年 7－ 9月期 -10.8 10.7 -9.7 3.2 1.1 -2.4

来期見通し -10.8 10.7 -3.2 0.0 2.2 -1.6

(付表) 販売単価ＢＳＩの推移    (上昇-低下)

建設業 卸売業 小売業
運輸・
サービス

20年 7－ 9月期 38.2 -20.7 44.4 -10.7 -2.8 4.7 11.7
20年10－12月期 18.2 -26.7 0.0 -23.1 -12.5 -15.1 -7.9
21年 1－ 3月期 8.8 -46.7 -35.5 -15.4 -21.2 -30.0 -21.4
21年 4－ 6月期 -8.3 -35.5 -31.4 -39.3 -17.2 -30.9 -25.8
21年 7－ 9月期 -10.8 -46.4 -38.7 -25.8 -15.2 -30.9 -26.3

来期見通し -21.6 -44.4 -29.0 -16.1 -15.2 -25.4 -24.5

仕入単価
BSI

販売単価
BSI

非製造業

非製造業製造業

製造業
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(7)  在庫投資 ･ 在庫水準の状況 

―製造業の在庫投資 BSI大幅に低下 ― 

21 年 7～9 月期の「在庫投資 BSI」は、
製造業が前期比 25.5 ポイント低下の△
16.7 と大幅に低下し、再びマイナスに転じ
た。一方、非製造業は同2.7ポイント上昇の
△29.0 と幾分上昇した。製造業は、水産加
工、飲料などの食料品、電子部品・デバイ

スで在庫手控えの動きが目立った。非製造

業は、食料品、建築資材などの卸売業や、

自動車販売などの小売業で手控えの動き

が幾分弱まった。なお、来期の在庫投資

BSI は、製造業が当期比横バイの△16.7、
非製造業も同横バイの△29.0 と、ともに在
庫手控えの動きが続くと見込まれている。 
次に在庫水準についてみると、まず製造

業の「原材料在庫水準 BSI」は前期比 8.6

ポイント低下の 0.0 となった。在庫調整の進
捗から、適正とする企業が大勢を占めてお

り、来期もほぼ同様の動きが見込まれてい

る。 
一方、「製品・商品在庫水準 BSI」は、製
造業の製品在庫水準 BSIが前期比 9.2ポ
イント低下の 19.4、卸・小売業の商品在庫
水準 BSI は同 4.5 ポイント低下の 6.6 とな
った。製品は飲料、水産加工などの食料品

や木材･木製品で過剰感が幾分縮小した。

商品は全体に過剰感が縮小した。来期は

製品、商品ともに適正とする割合が広がっ

ていくものと見込まれている。 
     (以上、8図,付表 参照) 

（８図）在庫投資ＢＳＩ（製造業、非製造業）
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(付表) 在庫関連ＢＳＩの推移

原材料在庫水準BSI

製造業 非製造業 製造業 製造業 卸・小売業

20年 7－ 9月期 -15.6 -9.5 3.1 6.3 17.2

20年10－12月期 -6.3 -28.6 9.1 3.1 14.3

21年 1－ 3月期 -20.0 -12.5 2.9 23.5 16.1

21年 4－ 6月期 8.8 -31.7 8.6 28.6 11.1

21年 7－ 9月期 -16.7 -29.0 0.0 19.4 6.6

来期見通し -16.7 -29.0 0.0 8.3 3.3

在庫投資BSI 製品・商品在庫水準BSI
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(8)  設備投資の動向 

―製造業が大幅に上昇― 

21 年 7～9 月期の「設備投資 BSI」は、
製造業が前期比 17.6 ポイント上昇の△
16.7 と大幅に上昇した。一方、非製造業は
同 2.4ポイント低下の△31.5 となった。 
製造業の設備投資は、パルプ･紙で増

産･環境保全対策、化学工業で新事業設

備などの投資が見られたほか、食料品では

水産加工、日配品で設備更新、環境対策

などの投資が目立った。 
一方、非製造業は、スーパーの店舗建

設、旅客・貨物運輸で車輌の修繕･更新、

研修設備整備などの投資が小売業、運輸･

サービス業でみられたものの、建設業、卸

売業は前年を下回る動きが大勢を占め、全

体としてはに盛り上がりを欠いた動きとなっ

た。 
なお、来期の設備投資 BSI は、製造業

が当期比 2.7 ポイント低下の△19.4 と幾分
低下する見通しとなっている。一方、非製

造業は同 10.8ポイント低下の△42.3 とさら
に落ち込む見通しであり、低調な動きが続

くものと予想される。 
(以上、9図 参照) 

 

(9)  企業金融の動向 

―全体的に落ち着いた動き― 

21 年 7～9 月期の企業金融の動向をみ
ると、「現金・預金 BSI」が前期比 0.1ポイン
ト上昇の△18.7 とほぼ横バイとなったもの
の、「借入難易 BSI」は同 4.6 ポイント低下

の△9.3、「借入金利 BSI」は同 3.3ポイント
低下の△4.7、「資金繰り難易 BSI」は同
4.6 ポイント低下の△6.5 と、それぞれ低下
した。借入難易度、資金繰りで困難とする

（９図）設備投資ＢＳＩ（製造業、非製造業）
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割合が幾分増加したものの、政府の経済対

策効果などから全体としては比較的落ち着

いた動きが見られる。 
なお、来期はほぼ当期と同様の動きが予

想されるが、資金繰り面では窮屈さが幾分

増すものとみられる。 
(以上、10図,付表 参照) 

 

(10)  地区別の状況 

業況 BSI、青森地区、津軽地区で大幅に上昇― 

21年 7～9期の「業況 BSI」を地区別に
みると、県南地区が前期比 9.1ポイント低下
の△52.5 となったものの、青森地区は同
17.4ポイント上昇の△35.2、津軽地区は同
21.2ポイント上昇の△11.4 とそれぞれ大幅
に上昇した。 
主要 BSI をみると、まず、「生産高 BSI」

は、県南地区が前期比 3.5 ポイント上昇の
△27.8 となったものの、津軽地区は同 50.0
ポイント低下の△62.5 と大幅に低下したほ
か、青森地区が同 3.6 ポイント低下の△

40.0 となった。 
「出荷高 BSI」は、県南地区が前期比

12.5 ポイント低下の△50.0、青森地区が同
3.6 ポイント低下の△40.0、となり、津軽地
区は同横バイの△33.3 となった。 
「売上高BSI」は、県南地区が前期比5.8
ポイント低下の△75.0 となったものの、津軽
地区は同 18.4ポイント上昇の△28.0、青森
地区は同11.7ポイント上昇の△44.7とそれ
ぞれ上昇した。 
建設業の「受注高 BSI」は、県南地区が

（１０図）企業金融ＢＳＩ
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(付表) 企業金融ＢＳＩの推移

現金預金BSI 借入難易BSI 借入金利BSI 資金繰りBSI

(増加－減少) (容易－困難) (低下－上昇) (容易－困難)

20年 7－ 9月期 -19.1 -4.5 -18.7 -11.4
20年10－12月期 -36.3 -4.2 0.0 -11.0
21年 1－ 3月期 -37.7 -6.9 10.5 -10.8
21年 4－ 6月期 -18.8 -4.7 -1.4 -1.9
21年 7－ 9月期 -18.7 -9.3 -4.7 -6.5

来期見通し -20.6 -10.7 -5.3 -9.7
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前期比6.7ポイント低下の△40.0となったも
のの、青森地区は同 61.1ポイント上昇の△
16.7、津軽地区は同 40.0 ポイント上昇の
0.0 とそれぞれ大幅に上昇した。 
当期の地域別業況 BSIは、地区ごとに
産業構造、生産活動などの違いによりバラ

ツキがみられ、全体に厳しい状況が続いて

いることがうかがわれた。 
なお、来期の「業況 BSI」をみると、県南
地区が当期比 5.0 ポイント上昇の△47.5、
青森地区が同 3.7 ポイント上昇の△31.5 と
それぞれ上昇が見込まれているものの、津

軽地区は同 27.2 ポイント低下の△38.6 と
大幅な低下が見込まれている。主要BSIを
みると、「生産高 BSI」は青森地区、津軽地
区で大幅上昇、県南地区では横バイと見込

まれている。「出荷高 BSI」は 3 地区とも大
幅な上昇が見込まれている。「売上高 BSI」
は青森地区、県南地区では上昇、津軽地

区では低下が見込まれている。「受注高

BSI」は3地区とも再び大幅に低下すると見
込まれている。 

   (以上、1表 参照) 

3.  経営上の問題点 

―「売上・受注不振」がトップ― 

経営上の問題点については、「売上・受

注不振」が 70.5%で最も割合が高く、以下
「競争の激化」が 66.7%、「収益低下」が
51.9%、「販売・受注単価低下」 が41.0%と

なり、前回同様これら 4 項目に回答が集中
した。 
産業別にみると、製造業は「売上不振」

がもっと多く、「競争激化」がこれに次いだ。

(１表) 地域別ＢＳＩの推移

青森 津軽 県南 青森 津軽 県南 青森 津軽 県南

20年 7－ 9月期 -44.6 -40.4 -14.3 -25.0 0.0 0.0 11.1 -14.3 5.6

20年10－12月期 -50.9 -72.7 -29.4 -18.2 -42.9 -35.7 9.1 -75.0 -14.3

21年 1－ 3月期 -32.1 -54.2 -39.1 -50.0 -62.5 -37.5 -30.0 -100.0 -43.8

21年 4－ 6月期 -52.6 -32.6 -43.4 -36.4 -12.5 -31.3 -36.4 -33.3 -37.5

21年 7－ 9月期 -35.2 -11.4 -52.5 -40.0 -62.5 -27.8 -40.0 -33.3 -50.0

来期見通し -31.5 -38.6 -47.5 0.0 12.5 -27.8 0.0 22.2 -27.8

青森 津軽 県南 青森 津軽 県南 青森 津軽 県南

20年 7－ 9月期 -40.0 -9.7 0.0 -62.5 -81.8 10.0 -22.2 -21.7 5.6

20年10－12月期 -71.4 -70.4 -29.6 -33.3 -70.0 -18.2 -22.9 -36.4 -6.5

21年 1－ 3月期 -43.6 -50.0 -45.5 -62.5 -50.0 0.0 -16.7 -20.8 -9.7

21年 4－ 6月期 -56.4 -46.4 -69.2 -77.8 -40.0 -33.3 -7.9 -16.0 -29.4

21年 7－ 9月期 -44.7 -28.0 -75.0 -16.7 0.0 -40.0 -21.1 -42.9 -17.9

来期見通し -28.9 -32.0 -65.6 -66.7 -91.7 -80.0 -18.4 -28.6 -28.2

青森 津軽 県南 青森 津軽 県南 青森 津軽 県南

20年 7－ 9月期 -12.5 -31.8 -11.5 -35.7 -32.7 -5.4 -12.5 -21.3 -1.8

20年10－12月期 -14.0 -37.2 -33.3 -50.0 -44.4 -26.9 -2.0 -26.7 -6.0

21年 1－ 3月期 -28.3 -21.3 -31.1 -30.9 -37.3 -27.1 -5.6 -21.3 -6.4

21年 4－ 6月期 -22.4 -36.4 -34.0 -34.5 -21.7 -29.6 5.2 -9.1 -3.8

21年 7－ 9月期 -26.0 -23.3 -33.3 -32.1 -26.1 -38.3 -5.7 -11.6 -3.4
来期見通し -32.0 -41.9 -37.0 -21.2 -30.4 -25.0 -5.7 -14.0 -10.2

設備投資BSI 採算BSI 資金繰りBSI

業況BSI 生産高BSI 出荷高BSI

売上高BSI 受注高BSI 在庫投資BSI
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建設業は「競争激化」が回答企業の 8割以
上を占めたほか、「受注不振」も多かった。

卸売業は「収益低下」が最も多く、「売上不

振」、「競争激化」がこれに次いだ。小売業

は「売上不振」と「競争激化」が同率でトップ

となった。運輸･サービス業は「売上不振」

がトップとなり、「競争激化」、「収益低下」が

これに次いだ。 
なお、来期の経営上の問題点について

も当期同様、販売競争の激化や、売上・受

注不振、収益面の厳しさが続くものと見込ま

れている。  
  (以上、11図,付表 参照) 

 

4. 来期の見通し 

来期（21年 10～12月期）の「業況 BSI」
は、全産業ベースで当期比 4.5 ポイント低
下の△39.5 となる見込みである。産業別に
みると、建設業が当期比 46.4 ポイント低下
の△71.4、小売業が同 10.4ポイント低下の
△27.6、運輸･サービス業が同 3.0 ポイント
低下の△33.3 とそれぞれ低下が見込まれ

ている。一方、製造業は同 18.9 ポイント上
昇の△24.3、卸売業は同 10.0ポイント上昇
の△46.7 とそれぞれ上昇が見込まれてい
る。 
次に「採算 BSI」をみると、全産業ベース
で当期比 7.4 ポイント上昇の△25.3 となる
見込みである。産業別にみると、卸売業が

（１１図）経営上の問題点
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21年 7～ 9月期

21年10～12月期 見通し

（複数回答、単位：％）

注 : 数値は当期分比率

(付表) 経営上の問題点 (複数回答、単位：％)

売上･受注
不振

競争激化
販売･受注
単価低下

仕入単価
上昇

人件費増大 代金回収難
金利負担
増加

収益低下

20年 7－ 9月期 64.6 68.3 26.1 63.4 12.4 9.9 11.2 54.7

20年10－12月期 73.7 63.8 34.2 34.2 9.9 11.8 13.8 57.2

21年 1－ 3月期 75.8 67.3 38.6 21.6 10.5 14.4 6.5 51.0

21年 4－ 6月期 74.8 66.0 34.0 14.5 6.9 13.2 3.8 48.4

21年 7－ 9月期 70.5 66.7 41.0 18.6 9.0 10.9 6.4 51.9

来期見通し 73.4 72.1 40.3 17.5 9.7 11.0 4.5 54.5



 

１４ 

当期比 25.8ポイント上昇の△32.3、製造業
が同 25.0 ポイント上昇の△5.6 とそれぞれ
上昇が見込まれている。一方、建設業は同

14.3 ポイント低下の△50.0、小売業は同
3.2 ポイント低下の△12.9、運輸･サービス
業は同 1.0 ポイント低下の△31.3 とそれぞ
れ低下が見込まれている。 
その他の主要 BSIは、生産高、操業度、
出荷高が当期比大幅に上昇する見通しで

あり、売上高も幾分上昇すると見込まれて

いる。一方、受注高は大幅に落ち込むもの

と見込まれている。設備投資は製造業、非

製造業ともに低下する見通しである。 
来期の業況は、製造業、卸売業では上

昇が見込まれるものの、建設業が大幅に落

ち込むほか、小売業、運輸･サービス業も幾

分の低下が見込まれるなど、産業間での業

況格差がみられ、全体としては幾分の低下

が予想される。 
 (以上、1～12図,付表 参照) 

 

 
 

（１２図）業況ＢＳＩの見通しと実績の推移
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(付表) 業況ＢＳＩ、採算ＢＳＩの来期見通し

製造業 建設業 卸売業 小売業
運輸・
サービス

合   計

21年 7－ 9月期 -43.2 -25.0 -56.7 -17.2 -30.3 -35.0

来期見通し -24.3 -71.4 -46.7 -27.6 -33.3 -39.5

21年 7－ 9月期 -30.6 -35.7 -58.1 -9.7 -30.3 -32.7

来期見通し -5.6 -50.0 -32.3 -12.9 -31.3 -25.3

業況BSI

採算BSI
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